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先頃、従来使われている細管内の気柱振動を利用 し
た液面計(図1)の 膜 の振動部分を改良し、振動の変







までのものよ り背の高い金属製ヘ リウム容器(以 後容
器 と呼ぶ)で の測定が容易になり、測定者 の安全性 も
向上 し、さらに製作 も従来のものより安易になったと
報告 されている。 これ らの内容は現場で実際に扱 う者











キ ュプ ロニ ッケル薄 肉管
図1気 柱振動ヘ リウム液面計(ゴ ム膜式)



































め真ちゅ うを用いた。 また振動材 としてはカプ トソ
(厚さ50μ血)お よび々イラー(厚 さ75μm)の膜















膜が大きく破れたり、 ドー ナツ状に穴があくといったことが2,3度 あったくらいである。このような
場合でも膜の交換だけで何の支障もなく液面を測定することができた。以上のように2つの改良によっ
て試作した液面計は当初の目的を十分満足するものであった。最後に、本試作液面計は形状が少し複雑
になっているので機械工作は多少難 しいかも知れないが、その分、大変使いやすいものとなった。今後、
このような液面計の製作を検討されている方の参考になれば幸いです。
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